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１ 事務事業点検・評価の概要  

 

（１）制度の趣旨及び概要 
平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が一部改正され、平成２０年４

月から、教育委員会は、毎年その権限に属する事務の管理及び執行状況について点検及び評価を行

い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表することが規定されました。 

そこで、本町教育委員会では、効果的な教育行政を推進するために、令和５年度の事業について

「教育委員会事務事業の点検・評価」を実施し、報告書にまとめることとしています。 

本町の教育は、年間を通して学校教育も生涯学習も数多くの教育実践を行い、『環境を生かして

子どもから高齢者まで「生きる力」を身につける』を教育の目標の柱として数年に渡り実践して参

りました。教育施設整備については、継続して取り組み、教育環境は格段に向上しました。学習面

では学習指導要領に沿って子どもたちが勉強しやすい環境づくりに力を入れました。 

また、コミュニティ・スクールの導入により、地域の方々の学校運営への参画や子ども達の安全

面への配慮、地域学校協働活動の取り組みによる学校と地域が一体となった地域の特性を生かした

様々な活動等、津奈木町の将来を担う子ども達の健全な育成に力を注いでいます。 

 

【参考】 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなけ

ればならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の

知見の活用を図るものとする。 
 

 

（２）点検・評価の対象 
点検及び評価の対象は、実施年度の前年度の「津奈木町教育構想」に基づく教育委員会事務局が

実施する事務事業について行います。 
 

 

（３）実施の流れ 
                      

                

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）点検・評価に関する有識者の活用 
点検及び評価に客観性を持たせるため、教育に関して学識経験を有する方から令和６年７月５日、

つなぎ文化センター相談室において意見をいただきました。 

【学識経験者】 

氏 名 役 職 等 任 期 

北岡 あつむ 元町職員 令和４年度～令和６年度 

 

⼀次評価（教育委員会事務局） 教育委員会事務局で⼀次評価の実施。 

⼀次評価対象事業のうち、教育⾏政の推進上重要な 

課題に係るもの、その他点検及び評価を⾏うことが 

必要と認める事業について、有識者から意⾒を聴取。 

有識者の意⾒聴取 

⼆次評価（教育委員会） 有識者の意⾒聴取を基に教育委員会で⼆次評価の実施。 

議会へ報告書の提出・公表 ⼆次評価を⾏った後、その結果を取りまとめた報告書を

議会へ提出し、住民へ公表。 
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（５）点検・評価に関する規則 
津奈木町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施に関する規則 

平成２０年教育委員会規則第５号 

 (趣旨) 

第1条 この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和31年法律第162号。以下

「法」という。)第2６条の規定に基づき、津奈木町教育委員会(以下「教育委員会」という。)が

実施する教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価(以下「点検及び評価」という。)

について、必要な事項を定めるものとする。 

(点検及び評価の対象) 

第2条 点検及び評価の対象とする事業(以下「対象事業」という。)は、「津奈木町教育構想」に基

づく事務事業とする。 

2 対象事業は点検及び評価する年度の前年度の事業とする。 

(実施の方法) 

第3条 点検及び評価は、毎年1回実施し、対象事業の取組の状況並びに成果及び課題を整理して、

今後の取り組みの方向性を明らかにするものとする。 

2 教育委員会事務局は対象事業に係る「点検及び評価結果票」を作成し、第一次評価を行う。 

3 一次評価の対象事業のうち、教育行政の推進上重要な課題に係るもの、その他点検及び評価を

行うことが必要と認める事業について、第4条に定める学識経験者の意見等を聴取したうえで、

教育委員会が第二次評価を行う。 

(学識経験者の活用) 

第4条 法第2６条第2項の規定に基づき、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るため、

点検・評価に関する有識者1名を委嘱する。 

2 点検・評価に関する有識者の任期は、3年とする。 

(議会への報告等) 

第5条 教育委員会において、第二次評価を行った後、「点検及び評価結果報告書」を津奈木町議会

へ提出する。また、報告書は公表するものとする。 

(庶務) 

第6条 点検及び評価の実施に関する庶務は、教育委員会事務局において行う。 

 (委任) 

第7条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は教育委員会が別に定める。 

附 則 

この規則は、平成20年12月1日から施行する。 

附 則(平成21年6月25日教委規則第4号) 

この規則は、公布の日から施行し、平成20年度事業から適用する。 

  附 則（平成28年8月26日教委規則第１号） 

この規則は、公布の日から施行し、平成２７年度事業から適用する。 

 

 

 

２ 点検・評価結果  
 

津奈木町教育構想に基づく事務事業について一次評価を行い、一次評価事業のうち、教育行政の

推進上重要な課題に係るもの、その他点検及び評価を行うことが必要と認める事業（２０事業）に

ついて、有識者の意見を聴取し、二次評価を行いました。 

 

【評価区分】 

Ａ：成果があり一層の向上を目指す。  Ｃ：見直しの必要がある。 

Ｂ：一応の成果があり更に改善を図る。 Ｄ：事業の継続中止 
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点検及び評価対象事業一覧 

評価 

番号 

一次

評価 

二次

評価 
事  業  名 

町 教 育 構 想 

と の か か わ り 
担 当 班 ㌻

１ Ｂ Ｂ 学⼒充実事業 
学力向上（「主体的・対

話的で深い学び」の追

研） 

学校教育班 ４

２ B B 義務教育教材備品購⼊事業 
学力向上（「主体的・対

話的で深い学び」の追

研） 

学校教育班 5 

３ Ａ Ａ 英語教育推進事業 
英語及び外国語活動の

充実、ALT の活用、英

検への積極的な挑戦 

学校教育班 6 

４ Ｂ Ｂ 特別⽀援教育就学奨励事業 個に応じた支援 学校教育班 7 

５ Ａ Ａ 学級⽀援員事業 個に応じた支援 学校教育班 8 

６ Ｂ Ｂ 学校図書購⼊事業 読書に親しむ工夫 学校教育班 9 

７ Ｂ Ｂ 道徳推進事業 豊かな心の育成と人

権教育 
学校教育班 10

８ Ｂ Ｂ 不登校・いじめ等の指導⽀援 いじめ・不登校問題へ

の組織的対応 
学校教育班 11

９ Ａ Ａ 学校施設整備事業 安全教育の充実と安

全な環境づくり 
学校教育班 12

１０ A A 英語検定補助事業 

英語及び外国語活動

の充実、ALT の活用、

英検への積極的な挑

戦 

学校教育班 13

１１ Ｂ Ｂ ⽣涯学習推進事業 各種講座の充実 生涯学習班 14

１２ Ｂ Ｂ ⾃治公⺠館の⽀援 関係団体との連携・支

援 
生涯学習班 15

１３ A A ⽂化センター事業 文化に親しむ体験活

動の推進 
生涯学習班 16

１４ B B ⼈権教育推進事業 人権教育の推進（地域

の組織と連携しての） 
生涯学習班 17

１５ B B 読書活動等推進事業 読書活動の推進 生涯学習班 18

１６ B B 家庭教育推進事業 家庭教育の充実 生涯学習班 19

１７ B B 各種団体の育成・⽀援 関係団体との連携・支

援 
生涯学習班 20

１８ Ｂ Ｂ ⽂化財の保存・活⽤ 文化財の保存管理 生涯教育班 21

１９ B B ⻘少年の健全育成事業 青少年の健全育成と

組織づくり 
生涯教育班 22

２０ B B 
スポーツ活動の推進・施設運営

事業 

生涯スポーツの振興

（少子高齢化を迎え

ての） 

生涯学習班 23
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千円 千円 千円

千円） 千円）

Ｄ□事業の継続中止

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

一次評価

（教育委員会事務局）

評 価
区 分

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

【取り組み状況】
　津奈木小学校及び津奈木中学校が、学力向上の指定校を受けて研究活動をしてき
た経験を生かし、学力向上の充実に向けて取組を行っている。
 なお、令和５年度は小中学校へ、学力向上対策費として各校50,000円の上乗せ
を行い、問題集の購入等を行った。
【成果等】
　学力向上のために教材等を購入し児童・生徒の学力を充実することができた。県
学力テスト等では、小学校はどの学年も国語・算数ともに経年変化で改善傾向にあ
る。特に５年生は大きく改善した。中学校は基礎基本の定着に向けた取組の成果は
見られたが、思考・判断・表現の観点や活用に関わる問題の正答率に課題が見られ
た。

学力向上に対して町指定の学力向上研究指定をし、学校あげて継続し取り組む体
制を維持できるよう、教職員が自らの力量を高めるための研修を推奨するととも
に、幼保小中連携により校種間の課題を共通理解できる場の提供などを図った。ま
た、平成２３年度から夏季休業中に全教師による学力向上研修会を実施している。
さらには平成27年8月からＡＬＴ（外国語指導助手）を2名体制とし、英語教育に
も力を入れている。

今後は国の支援を受けた、県の道徳教育研究推進校として２年目となり、さらな
る学力向上を図るとともに、各学校へ対し学力向上対策費として予算の拡充（令和
６年度、各校500,000円）を行う。

■町単補助・単独

町 教 育 構 想
とのかかわり

事 業 担 当 班

□単年事業 ■継続事業

学力向上（「主体的・対話的で深い学び」の追研）

学校教育班

事 業 の 概 要

学力充実事業事 業 名

事 業 区 分

令和５年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 1

□国庫 □県単

事 業 内 容

目 的
熊本型授業の展開、観点別評価の充実、指導体制の工夫を目的と

する。各小・中学校の学力を向上させるための教材購入等を行い、
児童生徒の学力の充実を図る。

この事業は、児童生徒の学力を充実させるため、教材費購入等と
して児童生徒１名あたり、1,000円の予算を計上している。
なお、令和５年度は小中学校へ、学力向上対策費として各校

50,000円の上乗せを行った。

令和５年度 令和６年度(当初)令和４年度
予　算　額
（決算額）

1,266302

263

379

379（（

学 識 経 験 者
意 見 等

県学力テスト結果等を考慮し、目標値へ到達出来るよう課題克服へ向けて努力して
欲しい。

評 価
区 分

二 次 評 価
（ 教 育 委 員 会 ）

Ａ□成果があり一層の向上を目指す

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある
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千円 千円 千円

千円） 千円）

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

町 教 育 構 想
とのかかわり

【取り組み状況】（R５年度実績）
※参考；施設用備品の購入実績
　津奈木小：給食配膳台、サーバー用ハードディスク、デジタル握力計、
　　　　　　防炎・抗菌エバーマット、気体採取器、システムストップウオッチ、
　　　　　　ロイター板、ワイヤレスマイク、インクジェットプリンター
　津奈木中：アルミキングテント、サーバー用ハードディスク、誘導コイル、
　　　　　　マジック式日本全図

【成果等】
　老朽化した備品の更新を中心に行い、児童生徒の心身の健全育成を図った。

学力向上（「主体的・対話的で深い学び」の追研）

学校教育班

Ａ□成果があり一層の向上を目指す

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

一次評価

（教育委員会事務局）

小学校においては、配膳台、オージオメーター、マットレス、トランシーバー、
バドミントン支柱、四線黒板、双眼実体顕微鏡、トレーニングハードル等の購入を
予定している。

中学校については、プリンター、ミストポールセット、デジタルカメラの購入を
予定している。
　今後も教育環境の充実推進を図るため、引き続き整備を行っていく。

令和４年度

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

令和５年度

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

■町単補助・単独

1,099

　教材備品及び体育備品の整備

1,1403,628

事 業 の 概 要

義務教育教材備品購入事業事 業 名

事 業 区 分

令和５年度事業点検及び評価結果票

2

□単年事業

評 価 番 号

■継続事業

事 業 担 当 班

■国庫

Ａ□成果があり一層の向上を目指す

事 業 内 容

目 的
学習指導要領に基づいた教材備品の整備に加え、老朽化した備品

等の更新を行うことにより、教育環境整備を行い、学力向上を図
る。

令和６年度(当初)

3,345

□県単

二 次 評 価
（ 教 育 委 員 会 ）

1,064

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

学 識 経 験 者
意 見 等

教育活動に必要な機材等は揃え、学校にはその活用を図ってもらいたい。

予　算　額
（決算額）

（（

評 価
区 分

評 価
区 分
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千円 千円 千円

千円） 千円）

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

Ａ■成果があり一層の向上を目指す

Ｂ□一応の成果があり更に改善を図る

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

評 価
区 分

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

Ａ■成果があり一層の向上を目指す

目 的

令和６年度(当初)

8,5449,333

8,748

令和４年度

9,172

9,505

二 次 評 価
（ 教 育 委 員 会 ）

学 識 経 験 者
意 見 等

一小一中という中で、ＡＬＴが２人体制という英語教育環境は恵まれた状況にある
ので今後もこの体制を継続して欲しい。また、今後も学校だけでなく一般の人を対
象にした英語講座等についても積極的に展開して欲しい。

一次評価

（教育委員会事務局）

評 価
区 分

【取り組み状況】
津奈木小…週３回、保育園…月1回　以外は中学校勤務
【成果等】
　中学校においては、少人数での指導が行われており、3級及び4・5級を中心に
英検合格者も多い。
　小学校においては、外国語活動等が行われるようになり、ＡＬＴを活用すること
で子ども達も英語を更に身近に感じられるようになっている。
　新型コロナウイルス感染症拡大時から小中学生向けの英語キャンプ等は実施出来
ていないが、住民向けの英会話教室は町民講座として通年実施している。

中学校においては、ALT及び少人数学級の活用でよりきめ細やかな指導をする
ことにより、また、英検受験料の補助制度を活用し、今後も更なる英語力の向上を
図っていく。

小学校においては、全学年で外国語活動が行われるようになった為、ALTや令
和５年度から開始した英検受験料の補助制度を活用し、英語を身近に感じられるよ
う指導することで、中学校英語へのスムーズな移行を行う。
　今後も英語キャンプや英会話教室を実施して行きたい。

令和５年度事業点検及び評価結果票

■町単補助・単独□単年事業 ■継続事業

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

事 業 担 当 班

□県単

事 業 内 容

3評 価 番 号

ＡＬＴ（外国語指導助手）２名雇用し、町内各小・中学校等に派遣
（1日7時間　週35時間　月20日勤務）

町 教 育 構 想
とのかかわり

□国庫

学校教育班

「語学指導等を行う外国青年招致事業」（JETプログラム）等を
活用し、義務教育時の外国語教育の強化・充実を図るとともに、国
際的な視野を持ったグローバルな人材育成を目的とする。

英語及び外国語活動の充実、ＡＬＴの活用、英検への積極的な挑戦

予　算　額
（決算額）

令和５年度

Ｂ□一応の成果があり更に改善を図る

事 業 の 概 要

英語教育推進事業事 業 名

事 業 区 分

（（

6



千円 千円 千円

千円） 千円）

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

今後も、本事業の適正な実施により、保護者の経済的な負担を軽減し、児童生徒
が特別支援教育を受けることができるよう引き続き現状継続する。

学 識 経 験 者
意 見 等

全体的な児童生徒数が減少する中で、特別支援学級の児童生徒数は増加傾向にある
ようなので要因の検証も必要ではないか。事業としては今後も継続した取組を行っ
て欲しい。

二 次 評 価
（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

398

一次評価

（教育委員会事務局）

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

【取り組み状況】
　小学校児童10名、中学校生徒8名の世帯に対して学用品費等の援助を行った。

【成果等】
　特別支援学級の児童生徒の保護者の経済的負担を軽減することができ、特別支援
教育の充実に寄与している。

予　算　額
（決算額）

令和４年度 令和５年度 令和６年度(当初)

1,138 819 428

（ 614 （

□町単

町 教 育 構 想
とのかかわり

個に応じた支援

事 業 担 当 班 学校教育班

事 業 の 概 要

目 的

小・中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者に対し
て、その経済的負担能力に応じ、就学に要する所要の経費の一部を
援助し、保護者の経済的負担軽減を図る。

事 業 内 容
　小・中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者に対し
て、学用品費等の援助を行う。

事 業 区 分 □単年事業 ■継続事業 補助・単独 ■国庫 □県単

令和５年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 4

事 業 名 特別支援教育就学奨励事業

7



千円 千円 千円

千円） 千円）

学 識 経 験 者
意 見 等

全国的に支援が必要な児童生徒に対するマンパワーの充実は欠かせない状況にあ
る。本町では、支援員の絶対数確保を継続して行ってもらっていることは、大変あ
りがたいことである。子どもの将来を見据えた投資は充分評価できるので、今後も
適切な人数の確保をお願いしたい。

評 価
区 分

二 次 評 価
（ 教 育 委 員 会 ）

Ａ■成果があり一層の向上を目指す

Ｂ□一応の成果があり更に改善を図る

23,182

（（

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

18,344

17,087

19,381

18,117

令和４年度

事 業 内 容

目 的
　学校の教育指導に基づく諸活動が円滑に進むように、必要に応じ
た教員補助員（学級支援員）を配置する。

授業指導の補助や特別な支援を要する児童の身辺介助及び安全管理
などを行う学級支援員を配置した。
①津奈木小学校・・・５名（内、看護師２名）
②津奈木中学校・・・３名

令和５年度 令和６年度(当初）

事 業 の 概 要

学級支援員事業事 業 名

事 業 区 分

令和５年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 5

□国庫 □県単

Ｄ□事業の継続中止

■町単補助・単独

町 教 育 構 想
とのかかわり

事 業 担 当 班

□単年事業 ■継続事業

予　算　額
（決算額）

個に応じた支援

学校教育班

一次評価

（教育委員会事務局）

評 価
区 分

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

【取り組み状況】
　２１年度からは緊急雇用創出基金事業の活用により手厚く児童生徒への支援が行
えるよう増員を図っており、２２年度からは各小中学校に合計８名を配置。２８年
度からは単独事業により７名、令和３年度からは８名を配置し、支援を要する児童
生徒のみならず、学級全体に気を配り担任等の補助をしている。なお、令和４年度
からは看護師の資格を持つ支援員を内２名配置し、病弱・身体虚弱学級在籍の児童
へも対応している。
【成果等】
　支援・介助が必要な児童生徒について、集団生活への適応指導補助や学習指導補
助等を行い、学級担任等を補助することにより学級全体の円滑な経営や、学力向上
への成果があった。

平成２４年度までは、緊急雇用創出基金事業を活用しながら、支援員の配置を
行っていたが、その後は、単独事業により実施している。今後も、学校現場や保護
者、町の福祉部局と連携を取りながら、支援の必要な児童・生徒の把握に努め、学
級全体の学力向上を目指し適切な支援員数の配置を計画し要望していく。なお、令
和４年度からは病弱・身体虚弱学級が設置された為、看護師資格をもつ支援員の配
置も継続して行う。

また、令和６年度は外国からの転入児童１名・生徒１名に対応する為、日本語支
援員を１名配置し、支援を図る。

Ａ■成果があり一層の向上を目指す

Ｂ□一応の成果があり更に改善を図る

Ｃ□見直しの必要がある

8



千円 千円 千円

千円） 千円）

一次評価

（教育委員会事務局）

評 価
区 分

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

【取り組み状況】
　児童生徒に合わせた図書購入、また幅広いジャンルの図書購入に心がけ整備をし
ており、多くの児童生徒の図書館利用を図っている。また、令和４年度に各学校に
図書システムを導入し、蔵書のデータベース化及び電子管理化したことで、学校図
書の利便性が向上した。
 なお、令和５年度は企業からの寄附金を基に予算を増額し、購入図書の充実を
図った。
【成果等】
　多くの児童生徒が休み時間などに学校図書館を利用しており、学習の場、図書に
親しむ場として活用されている。図書基準の達成率については、標準を越えてい
る。

読書を通して、児童生徒の個性を生かした教育活動ができるため、今後も図書購
入（更新）を継続し、学校図書館の更なる充実を図る。

Ａ□成果があり一層の向上を目指す

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

■町単補助・単独

町 教 育 構 想
とのかかわり

事 業 担 当 班

□単年事業 ■継続事業

予　算　額
（決算額）

読書活動の推進

学校教育班

事 業 の 概 要

学校図書購入事業事 業 名

事 業 区 分

令和５年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 6

□国庫 □県単

897

令和４年度

事 業 内 容

目 的
学校図書館の計画的な利活用、図書に親しむ場の工夫を目的とす

る。

学校毎に毎年図書購入を行っており、学校図書館を多く利用する
ことで読書を習慣づけ、心を育む場及び学力向上に結びつけられる
ように、学校図書の整備を実施している。

令和５年度 令和６年度(当初)

600

（（

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

600

589

900

学 識 経 験 者
意 見 等

読書を通して、児童生徒の個性を生かした教育活動ができるため、今後も必要数の
購入（更新）を継続してもらいたい。

評 価
区 分

二 次 評 価
（ 教 育 委 員 会 ）

Ａ□成果があり一層の向上を目指す

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

9



千円 千円 千円

千円） 千円）

Ｄ□事業の継続中止

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

一次評価

（教育委員会事務局）

評 価
区 分

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

【取り組み状況】
　毎年、教職員を対象とした人権研修を行っている。
　児童生徒はキャリアガイダンスやさまざまな体験活動の中から命の尊さを学んで
いる。
　また、令和５年度から２カ年間は、国の道徳教育の「抜本的改善・充実にかかる
支援事業」の委託を県を通じ受ける事で、公開授業や研究発表会等も行い、更なる
道徳教育の推進を図る。（道徳教育研究推進校事業：800千円）

【成果等】
　差別をなくす児童生徒の育成を目指し、人権作文や人権標語作品を募集すること
ができた。また県の子ども人権作品展に出展を行った。
　道徳教育研究推進校の指定を受け、小中学校が連携し公開授業や研究発表会等も
行い、道徳教育の推進を図った。

今後も、「命の尊さ」を中心とした心豊かな児童生徒の育成を重視し、体験活動
を生かした道徳教育を行っていく。なお、講師についても、今後各所から推薦して
いただき、選考したい。

また、道徳教育研究推進校指定を受け最終年度となる為、小中学校が連携し公開
授業や研究発表会（11月２１日）等も行い、更なる道徳教育の推進を図って行き
たい。

□町単補助・単独

町 教 育 構 想
とのかかわり

事 業 担 当 班

□単年事業 ■継続事業

豊かな心の育成

学校教育班

事 業 の 概 要

道徳推進事業事 業 名

事 業 区 分

令和５年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 7

■国庫 □県単

事 業 内 容

目 的
　道徳時間の充実、系統性、計画性のある体験活動の重視。
　各小・中学校で、一人一人の人権を尊重した教育の徹底を図り、
差別をなくす心豊かな児童生徒の育成を目指す。

毎年、小・中学校の教員を対象とした研修で、講師を招いた人権
教育に係る研修を行い、児童生徒への指導力向上を図っている。

また、キャリア教育等をとおして、体験活動の中から命の尊さを
学ぶ。

令和５年度 令和６年度(当初)令和４年度
予　算　額
（決算額）

1,14287

46

1,006

935（（

学 識 経 験 者
意 見 等

地域や外部等からの意見等を積極的にとりいれながら、推進していくことが必要で
ある。

評 価
区 分

二 次 評 価
（ 教 育 委 員 会 ）

Ａ□成果があり一層の向上を目指す

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある
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千円 千円 千円

千円） 千円）

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

令和５年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 8

事 業 名 不登校・いじめ等の指導支援

事 業 区 分 □単年事業 ■継続事業 補助・単独 □国庫 □県単 ■町単

町 教 育 構 想
とのかかわり

いじめ・不登校問題への組織的対応

16 0

事 業 担 当 班 学校教育班

事 業 の 概 要

目 的 　町内の小・中学校から不登校児童生徒といじめの根絶を図る。

事 業 内 容

各学校に対して、不登校児童生徒の解消と、いじめ根絶のための
指導・助言を行う。

また、平成28年度に設置したいじめ問題対策連絡協議会を中心
に、いじめ、不登校等に関する支援を行っていく。

　ＳＣやＳＳＷと連携し不登校傾向にある児童生徒への早期対応を推進していく。
また、津奈木町いじめ問題対策連絡協議会を開催する。
　今後も各学校と連携し、個々の状況を確認しつつ、悩みを抱える児童生徒への多
面的で継続的な支援が行える体制づくりについて検討していく。

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

予　算　額
（決算額）

令和４年度 令和５年度 令和６年度(当初)

87 87 87

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

【取り組み状況】
　毎月の定例報告、町内校長会等において、不登校が心配される児童生徒の実状を
把握し、各学校に対して指導を行った。また、ＳＣやＳＳＷといった専門家ととも
に、不登校（傾向含む）の児童生徒に対し家庭訪問等を実施した。６月のいじめ根
絶月間の取り組みとして、いじめ根絶の標語、ポスター募集等を行い啓発を図っ
た。

【成果等】
　いじめの認知件数　小学校：34件　中学校：14件
　いずれも解消済みで、早期発見・対応ができている。

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

（（

学 識 経 験 者
意 見 等

今後も不登校にならないよう充分な対策を取ってほしい。そのためには関係機関
との連携はもちろんであるが、定期的なアンケート調査や未然防止のための情報交
換を積極的に行って欲しい。
 いじめ問題については、早期発見・早期対応をお願いしたい。

二 次 評 価
（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

一次評価

（教育委員会事務局）

11



千円 千円 千円

千円） 千円）

令和４年度

学 識 経 験 者
意 見 等

児童生徒の安心・安全な学校環境の向上を目指して、施設の整備等をしっかりと取
り組んでもらいたい。

評 価
区 分

二 次 評 価
（ 教 育 委 員 会 ）

Ａ■成果があり一層の向上を目指す

Ｂ□一応の成果があり更に改善を図る

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

2,02632,414

30,885

79,192

78,244

■国庫 ■県単

学校教育班

事 業 内 容

目 的

補助・単独

安全教育の充実と安全な環境づくり

事 業 の 概 要

学校施設整備事業事 業 名

事 業 区 分

令和５年度事業点検及び評価結果票

令和６年度も、継続して軽微な補修や早急に対応が必要な修繕等を行い、児童生
徒の安全管理の徹底、充実した教育環境の整備を図る。

評 価 番 号

■町単

9

町 教 育 構 想
とのかかわり

事 業 担 当 班

■単年事業 □継続事業

改善の必要な学校施設を整備することにより、児童生徒の安心・
安全な学校環境の向上を目的とする。

　学校施設の整備・改修

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

予　算　額
（決算額）

令和５年度 令和６年度(当初)

一次評価

（教育委員会事務局）

評 価
区 分

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

【取り組み状況】（R５年度主な整備）
　津小…体育館大規模改修工事（屋根・壁改修、床研磨・塗装等）
　津中…屋外螺旋階段塗装等工事

【成果等】
小学校体育館の屋根や壁等の外部改修を主とした大規模改修及び老朽化していた

中学校体屋外螺旋階段の補強を含む塗装工事を行い児童生徒が安全で安心できる学
校環境の整備を図ることができた。

（（

Ａ■成果があり一層の向上を目指す

Ｂ□一応の成果があり更に改善を図る
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千円 千円 千円

千円） 千円）

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

学 識 経 験 者
意 見 等

今後もＡＬＴと併せて本事業を活用し、津奈木小中学校生の英語力の底上げを図っ
てもらいたい。

二 次 評 価
（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ａ■成果があり一層の向上を目指す

Ｂ□一応の成果があり更に改善を図る

一次評価

（教育委員会事務局）

評 価
区 分

Ａ■成果があり一層の向上を目指す

Ｂ□一応の成果があり更に改善を図る

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

【取り組み状況】
　（津中）全生徒97名のうち86名が本補助事業を活用。
　（津小）６年生28名のうち27名が本補助事業を活用。
【成果等】
　（津中）延べ100名が受検し、うち68名が合格することができた。
　　　　　合格率は68％であった。
　（津小）27名が受験し、うち11名が合格する事ができた。
　　　　　合格率は40％であった。

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

　令和5年度からは本事業を小学生まで拡充したので、ALTの活用と併せて、児童
生徒の英語に対する学習意欲の更なる向上を図っていきたい。

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

予　算　額
（決算額）

令和４年度 令和５年度 令和６年度(当初)

382 443 428

311 347

町 教 育 構 想
とのかかわり

英語及び外国語活動の充実、ＡＬＴの活用、英検への積極的な挑戦

事 業 担 当 班 学校教育班

事 業 の 概 要

目 的
　グローバル化が進む中、英語力の向上を図り世界へ進出する人材
の育成を育むことを目的としている。

事 業 内 容
中学校の全生徒と小学校６年生を対象として、本年度中に受検し

た１回分の検定料の補助を実施。

□単年事業 ■継続事業 補助・単独 □国庫 □県単 ■町単

（（

令和５年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 10

事 業 名 英語検定補助事業

事 業 区 分
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千円 千円 千円

（ 千円） （ 千円）

学 識 経 験 者
意 見 等

二 次 評 価

（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

Ａ□成果があり一層の向上を目指す

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

講座の内容については、ニーズに沿うような講座を検討していただき、高齢化社
会の中で地域内のコミュニケーションがより一層図れるように事業の継続をお願い
したい。

一次評価

（教育委員会事務局）

今後、更なる講座等の充実や活動の促進を図っていくためにも、如何にして参加
者を増やしていくかが課題である。そのためにも、事業実施にあたり担当課のみな
らず、他団体との連携を密にし互いの知恵を出し合いながら、今後の事業実施に取
り組んでいく。特に、高齢者を対象とした「あけぼの大学」の公民館訪問などに力
を入れて行きたい。更には、生涯学習の推進・充実のためにも、町内での人材育成
を積極的に進めることも重要な課題として検討していく。

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

【取り組み状況】
　町民講座やあけぼの大学など、町民の生涯学習活動では「手をつなぎ・学ぶ楽し
さ・生かす喜び」をキャッチフレーズに、新たな手法を取り入れるなど、最大限で
の開催ができた。
（町民講座（４講座）、延べ参加者数：受講者総数：357名/年（英語を話そう教
室を除く）、あけぼの大学（４事業）、延べ参加者数：63名/年）

【成果等】受講者の方々が「互いに学び合い・楽しく集える場」を可能な限り提供
することができた。特に、町民講座の「やさしい読み聞かせ教室」では、少数の受
講者ではあったが、内容も充実しており、教室で学んだことを保育園訪問による
「おはなし会」につなげるなどの取り組みもできた。また、あけぼの大学において
は、社会福祉協議会の「いってみゅう会」との連携による、公民館訪問など、次に
つながる活動ができた。

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

予　算　額
（決算額） 1,110 1,057 1,383

385 786

令和4年度

町 教 育 構 想
とのかかわり

各種講座の充実

事 業 担 当 班 生涯学習班

事 業 の 概 要

目 的

社会教育活動の充実を目指し、コミュニティの場の提供を行うとと
もに、町民の学習意欲を高め、学び続ける事の楽しさと充実感を感
じてもらう等、町民の「生涯学習」の支援・促進していくことを目
的とする。

事 業 内 容

補助・単独 □国庫 □県単

令和5年度

■町単

令和6年度(当初)

【町民講座（5講座）】①家庭菜園教室 、②・③スマホ活用教室（昼・夜
の部）、④やさしい読み聞かせ教室、⑤英語を話そう教室（教育委員会での
継続講座）
【あけぼの大学】主に高齢者を対象とした「講座・教室等」を計画し年間の
活動を行っている。令和5年度は、「ノルディックウォーキング体験会・健
康な体はお口から講座・出前講座（３地区）・体力測定会の４事業」を実
施。

          

事 業 区 分 □単年事業

令和5年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 11

事 業 名 生涯学習推進事業

■継続事業
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千円 千円 千円

（ 千円） （ 千円）

二 次 評 価

（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

学 識 経 験 者
意 見 等

各地区で活動内容に差があるが、地区での活動を行うにあたり非常に助かって
いる部分があるので、地域コミュニティの維持と地区活性化のために継続してい
ただきたい。

一次評価

（教育委員会事務局）

【取り組み状況】
　行政区の２２地区を補助対象とし、申請・実績報告のあった21地区に対し、１
地区当たり５万円（上限額）を交付した。

【成果等】
　新型コロナウイルス感染症も収束し、それぞれの公民館で独自の活動を実施さ
れていた。地区の活性化にもつながっている。

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

1,000 1,050

評 価
区 分

令和4年度

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

生涯学習班

事 業 の 概 要

目 的

事 業 区 分 □単年事業

　全地区に50,000円を上限とする地区活動への補助を継続して行い、現在の地区
活動から更なる活動の促進・充実に向けた取組への支援を行っていく。また、人
材育成と併せ、更なる地域活動の推進を図るためにも、研修会等の開催も検討し
ていきたい。

予　算　額
（決算額） 1,100 1,100 1,100

令和5年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 12

事 業 名

令和5年度

■町単

町 教 育 構 想
とのかかわり

関係団体との連携・支援

事 業 担 当 班

自治公民館の支援

　地区公民館活動等の促進・活性化を図ることを目的とする。

事 業 内 容

公民館活動の事業の継続・新規の事業を実施していくなかで、
行事運営上での資金不足等の支援を行い、公民館活動を促進す
る。
（公民館活動奨励補助金の交付）

■継続事業 補助・単独 □国庫 □県単

令和6年度(当初)
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千円 千円 千円

（ 千円） （ 千円）

二 次 評 価

（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ａ■成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ□一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

学 識 経 験 者
意 見 等

文化センターの建設から年月が経っているので、修繕がある場合は早急な対応と
法に基づいた適正管理と計画的な改修をお願いしたい。

コロナ禍で大規模なイベントや行事の開催が見送られてきたかと思うが、可能な
範囲での利用等、利用者増につながるよう常に体制を整えておいてほしい。

一次評価

（教育委員会事務局）

【取り組み状況】
　施設の改修等については、町振興計画や個別施設計画のもとに、適時進めてい
く。（小規模な修繕等は、できる限り早期に行っている。）
　また、隔年開催ではあるが、誰もが楽しんでいただけるような「自主文化公演」
の提供を行っていく。

【成果等】
　施設の利用についても、新型コロナウイルスが第５類に移行したことにより、感
染対策を講じながらも、町内外の利用者が様々なイベントや各種会議（研修会）、
町民講座・自主講座等のほか、隔年開催の文化センター自主文化公演（入場者：２
０４人）の実施ができた。

※R4利用実績 11,448人　→　R5利用実績 18,314人

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

19,603 21,867

評 価
区 分

令和4年度

Ａ■成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ□一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

生涯学習班

事 業 の 概 要

目 的

事 業 区 分 □単年事業

施設利用者の利便性向上や安心安全な利用促進を図るため、必要に応じた維持管
理のための修繕工事や複数年計画による改修工事を計画的に行っていく。
（今後の主な改修計画として、令和６・７年度において、ホール天井改修や・空調
設備（15年リース）等を予定）

予　算　額
（決算額） 21,902 24,678 76,936

令和5年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 13

事 業 名

令和5年度

■町単

町 教 育 構 想
とのかかわり

文化に親しむ体験活動の推進

事 業 担 当 班

文化センター事業

平成２年に建設されてから３０年余りが経過し、施設内外設備等
の老朽化が著しい状況となってきていることから、バリアフリー化
等の機能を持つ施設として、計画的な改修・修繕を行っていくこと
により、設利用者の利便性向上等につながるほか、町民の更なる文
化と福祉の向上に資することを目的とする。

事 業 内 容

【改修事業】文化センター多目的ホール改修工事実施設計業務委託
　　　　　（繰越明許費：9,624千円）
【運営事業】町民の教養及び文化の向上のための事業、町民の健康
　　　　　　及び体力の維持・向上に関する事業等を行う。
【自主事業】５年度開催「人形劇　ふしぎ駄菓子屋　銭天堂」

■継続事業 補助・単独 □国庫 □県単

令和6年度(当初)
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千円 千円 千円

（ 千円） （ 千円）

二 次 評 価

（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

学 識 経 験 者
意 見 等

終わりのない取り組みであると思うので、人権教育の継続と更なる推進を行って
いただきたい。

一次評価

（教育委員会事務局）

【取り組み状況】
・水俣・芦北地区人権教育研究大会
　（全体会(345名)、第１(191名)・第２(44名)・第３分科会(23名)）
　　※町内からは54名が参加
・人権教育現地研修会
　　※今後の人権教育の推進を目的として、社会教育委員を中心に水俣病の人権
　　　課題について、水俣病歴史考証館での見学と説明を受けた（9名参加）。

【成果等】
　令和４年度から水俣・芦北地区人権教育推進協議会事務局を担当し、県内の先進
地の取り組み等多くの学びを得ることができた。また、現地研修会を実施し、参加
者から今後の推進について、様々な意見を出していただいた。

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

61 71

評 価
区 分

令和4年度

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

生涯学習班

事 業 の 概 要

目 的

事 業 区 分 □単年事業

　人権問題に対する理解と認識を深めるため、人権教育推進に係る学習会等学びの
場を増やしていく。
　行政職や学校関係者に限らず、町広報誌やホームページ等の媒体を通して広く住
民に人権啓発を呼びかけ、意識の向上に努める。

予　算　額
（決算額） 79 94 111

令和5年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 14

事 業 名

令和5年度

■町単

町 教 育 構 想
とのかかわり

人権教育の推進（地域の組織と連携しての）

事 業 担 当 班

人権教育推進事業

住民の人権が尊重される社会を目指し、人権問題に対する理解
と認識を深め、部落差別（同和問題）をはじめとする人権問題の
解決を図ることを目的とする。

事 業 内 容

水俣・芦北地区人権教育推進協議会の事務局（令和４・５年
度）として、４年ぶりに水俣芦北地区人権教育研究大会を開催
し、部落問題、災害と人権等についての講演等を行った。また、
今後の人権教育推進の目的の一つとして、人権教育現地研修会を
実施した。

■継続事業 補助・単独 □国庫 □県単

令和6年度(当初)
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千円 千円 千円

（ 千円） （ 千円）

二 次 評 価

（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

学 識 経 験 者
意 見 等

　引き続き、図書の充実及び利用しやすい図書館作りを進めてほしい。
子どもが本に親しむことができ、読書を通して学力向上につなげるためにも継続

して事業実施をお願いしたい。

一次評価

（教育委員会事務局）

【取り組み状況】
　【令和5年度の図書購入実績】
　　一般書：362冊、児童書：464冊、視聴覚：0冊　購入総数：826冊
　　寄贈書：25冊　蔵書総数：23,721冊
　【入館者数：Ｒ５】4,557人（うち、貸出者数2,433人　貸出冊数５,782冊）
　【入館者数：Ｒ４】3,049人（うち、貸出者数2,209人　貸出冊数５,209冊）
　【読書表彰・おなはし会】４月１６日（日）開催　ベスト１　302冊

【成果等】
　新型コロナウイルス感染者の減少や第５類に移行されたことにより、図書館の入
館者数も増加傾向にあるが、コロナ前の入館者数は、10,000人を超える実績もあ
るため、今後更なる入館者増に期待したい。

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

1,696 2,330

評 価
区 分

令和4年度

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

生涯学習班

事 業 の 概 要

目 的

事 業 区 分 □単年事業

今後も、利用者のニーズに応じた多くの新刊や話題性のある書籍を購入し、蔵書
を増やすことで魅力ある図書館としていきたい。また、広報誌等を活用し新刊書籍
を紹介するなど利用促進を図り、子どものみならず、一般の方や家族等でも利用し
やすい図書館づくりを目指していく。

更には、より多くの住民に図書館の利活用を広げるため、町民講座を活かした独
自のおはなし会の開催やあけぼの大学での公民館訪問を行うなどの取り組みも行っ
ていきたい。

予　算　額
（決算額） 1,840 2,687 1,927

令和5年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 15

事 業 名

令和5年度

■町単

町 教 育 構 想
とのかかわり

読書活動の推進

事 業 担 当 班

読書活動等推進事業

町民の図書館利用に供し、文化的教養の向上や調査・研究等に資
することを目的とする。

また、幼少期から本に触れ親しみを持つことや、読書に興味を
もってもらい、人間形成の構築や想像力豊かな子どもに育ってもら
うための事業を行う。

事 業 内 容
図書館利用者のニーズに応えながら、様々な分野の図書を毎年購

入し利用促進を図ることや、「子ども読書の日」にあわせ、毎年図
書館を利用した多読者ベストテンの表彰・おはなし会を開催する。

■継続事業 補助・単独 □国庫 □県単

令和6年度(当初)
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千円 千円 千円

（ 千円） （ 千円）

二 次 評 価

（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

学 識 経 験 者
意 見 等

家庭での学習が十分でない子ども達や学力向上のためにも良い事業だと思うの
で、継続していただくとともに、親の学びを通して、家庭教育の重要性について保
護者や地域に対しても理解を促してもらいたい。

一次評価

（教育委員会事務局）

■親の学び
【取り組み状況】親の学びプログラム講座を小・中学校において、学級懇談会時
　　　　　　　　に実施した。
【成果等】各学校等で親の学びプログラム講座を開催することにより、家庭での
　　　　　教育が大切であるということの学びにつながっている。
■凧揚げ
【取り組み状況】１月14日（日）開催し、こども（16名）と保護者が参加。
【成果等】親子で凧を製作し、一緒に凧揚げすることで、協力することの大切さ
　　　　　を学ぶ機会とすることができた。また、伝統的な遊びを肌で感じるこ
　　　　　とで、日本の文化への理解を深めることへとつながった。。
■地域未来塾
【取り組み状況】前期（7月：5日間 のべ94名）後期（8月：5日間 のべ61名）
【成果等】夏休み中の継続した学習活動及び講師の指導により、学習習慣が身に
　　　　　付くとともに学習の基礎作りができた。

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

231 155

評 価
区 分

令和4年度

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

生涯学習班

事 業 の 概 要

目 的

事 業 区 分 □単年事業

青少年の活動や経験の場の提供及び家庭教育の充実のために、これまでの取組み
は継続しながら、更に充実した取り組みとなるよう、今の時代に合った内容の検討
等を行っていきたい。

予　算　額
（決算額） 341 174 202

令和5年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 16

事 業 名

令和5年度

■町単

町 教 育 構 想
とのかかわり

家庭教育の充実

事 業 担 当 班

家庭教育推進事業

青少年の健全育成や子どもたちの健やかな成長に喜びを実感でき
るよう、家庭支援の充実・社会環境の更なる整備を図るため、地
域・学校・行政等の連携を密にし、新たな事業の推進に努めること
を目的とする。

事 業 内 容
親の学びプログラム講座、親子凧揚げ、地域未来塾（夏休み期間

中の中学生を対象とした、学習の場の提供及び学習支援）の実施。

■継続事業 補助・単独 ■国庫 ■県単

令和6年度(当初)
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千円 千円 千円

（ 千円） （ 千円）

二 次 評 価

（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

学 識 経 験 者
意 見 等

会員や役員等人材の確保が必要であり、そのための育成支援や今の時代に沿っ
た団体の体制づくり・活動等、切り口を見つけて体制整備を行っていただきた
い。

一次評価

（教育委員会事務局）

【取り組み状況・成果等】
　町民体育祭の再開。町民大運動会（雨天中止）を除く、全ての町民体育祭を開
催することができ、スポーツによる体力向上や健康維持はもとより、地域コミュ
ニティ推進等の一助になったと思われる。また、文化協会においても昨年同様に
ふれあい祭り「展示部門」の開催はできたものの、発表部門の再開はまだまだ難
しいところであった。
　
　昨年度から、町ＰＴＡ連絡協議会が無くなり、小学校・中学校それぞれのＰＴ
Ａでの諸事業等を行うこととなったが、令和５年度熊本県ＰＴＡ研究大会が、水
俣・芦北地区で開催され、小・中ＰＴＡ役員を中心に、津奈木会場でもすばらし
い大会となった。

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

1,840 2,770

評 価
区 分

令和4年度

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

生涯学習班

事 業 の 概 要

目 的

事 業 区 分 □単年事業

・文化協会 活動の再開が徐々に見えてきた中、これまでの長引く新型コロナウ
イルスの影響もあってか、活動の休止に伴う協会員の減少や高齢化等により、退
会する団体もあるなど、加盟団体の会員確保など検討が必要と思われる。（ス
ポーツ協会加盟団体も同様。）更には、両協会とも教育委員会が事務局として行
政主導の運営が続いており、今後の新たな組織の変革・強化、事業転換を考えた
場合、団体及び人材の育成・支援等をどのように行っていくのかが重要な課題で
ある。

婦人会やＰＴＡが行う諸活動等については、地域・学校等に密着した大きな役
割を担っている。今後も互いの連携を図りながら、更なる組織の活性化や活動の
推進・向上を図るためにも、補助金の交付と併せ、指導・助言等を行うなど、継
続した支援を行っていく。

予　算　額
（決算額） 1,920 2,770 3,170

令和5年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 17

事 業 名

令和5年度

■町単

町 教 育 構 想
とのかかわり

関係団体との連携・支援

事 業 担 当 班

各種団体の育成・支援

町内の各種団体との連携強化や団体の運営・諸活動に対する助言
等を行うほか、育成・支援・援助を行うことを目的とする。

事 業 内 容

町文化協会・スポーツ協会の運営・諸事業の開催や、加盟団体の
育成等を行っている。（両協会とも教育委員会が事務局）

婦人会・ＰＴＡの運営や活動支援のための補助金交付を行うとと
もに、育成・支援を行う。

■継続事業 補助・単独 □国庫 □県単

令和6年度(当初)
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千円 千円 千円

（ 千円） （ 千円）

二 次 評 価

（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

学 識 経 験 者
意 見 等

本町にも素晴らしい文化財があるので、適正な維持管理と保存を行いながら、
もっと多くの人にその存在を知ってもらうための方策を検討していただきたい。

一次評価

（教育委員会事務局）

【取り組み状況・成果等】
　町文化財保護委員会の開催において、町指定文化財（有形・史跡・天然記念物）
の現地視察や現状についての課題など、今後の保護・管理・活用等についての様々
な意見をいただいた。（平国六方踊り・染竹棒踊りの今後の活動についてなど。）
　また、石橋等の文化財周辺の除草作業の委託（５個所）や、老朽化等による文化
財の修繕（千代塚周辺の石段、石垣等）を行った。

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

291 601

評 価
区 分

令和4年度

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る Ｄ□事業の継続中止

生涯学習班

事 業 の 概 要

目 的

事 業 区 分 □単年事業

　町の貴重な財産である石橋を中心とした文化財を後世に伝えるため、町文化財保
護委員を含め、定期的な巡回を行い、環境保全のための除草作業等適切な管理を実
施し保存に努める。
　また、伝統芸能については、後継者不足等により継続が困難となりつつあるた
め、維持するための検討や、活動を休止している団体に対して活動を再開できるよ
う、各団体が抱える現状や問題点を共有するなど、活動の維持・復活に向けた取り
組みを進めていく必要がある。

予　算　額
（決算額） 585 801 433

令和5年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 18

事 業 名

令和5年度

■町単

町 教 育 構 想
とのかかわり

文化財の保存管理

事 業 担 当 班

文化財の保存・活用

歴史的に重要な文化財を後世に残し、広く一般に鑑賞してもらい
ながら心豊かな文化の香り高い町づくりを推進していくことを目的
とする。

事 業 内 容

町文化財保護委員を中心に、年間を通した文化財の保護・管理に
努めるほか、無形民俗文化財である「平国六方踊り」の活動支援と
しての補助金交付や、今後の保存・継承していくための指導・助言
等を行う。

■継続事業 補助・単独 □国庫 □県単

令和6年度(当初)
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千円 千円 千円

（ 千円） （ 千円）

一次評価

（教育委員会事務局）

学 識 経 験 者
意 見 等

二 次 評 価

（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

Ａ□成果があり一層の向上を目指す

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

少子化に伴い部員が減少傾向にあるので、部員の確保及び指導者の育成に引き
続き取り組んでいいただきたい。

少子化や子どもたちの活動の多様性等、参加者が減少傾向ということである
が、海洋スポーツ活動等貴重な体験もできるので、参加者を確保しながら、子ど
もたちには津奈木町ならではの体験をしていただきたい。

　少子化や子ども達の活動の多様性による近年の参加者減少等を考慮し、子ども
達が興味を持つような活動を検討していく必要があるため、主催側も多くの情報
収集や体験をしていかなければならない。また、諸活動においては指導者が必要
不可欠であり、安心安全な活動を行うのための、指導者の資質向上や人材育成に
も努めていきたい。

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等

【取り組み状況】
　■泳げない子供のための水泳教室（７月）
　　11日実施　参加者18人、延べ参加者数183人（指導者：町内指導者及び消防署職

員）

　■ラケットテニス教室（2～3月）
　　4回、参加者7人、延べ参加者数24人（指導者スポーツ推進委員）

　■つなぎ遊びの学校・Ｂ＆Ｇ海洋クラブ
　　（グラウンドゴルフ交流会・環境センター学習・ナイトウォーク等）

　　　16回活動/年　参加者18人、延べ参加者数374人

【成果等】
　各教室においては、基礎から指導を行い、期間中に多くの子どもたちの技術的
な成長が見られた。遊びの学校・海洋クラブにおいては、多種多様な活動を行う
ことで自然に触れるなど貴重な体験ができた。

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

予　算　額
（決算額） 980 1,172 1,237

535 812

令和4年度

町 教 育 構 想
とのかかわり

青少年の健全育成と組織づくり

事 業 担 当 班 生涯学習班

事 業 の 概 要

目 的

スポーツ活動・野外活動等を通して親しみ・楽しさ・厳しさを体
感するとともに、青少年の心身の健全育成や豊かな人間形成、体力
向上を図り、集団活動における協調性を学び、参加者相互の親睦を
図ることを目的とする。

事 業 内 容

補助・単独 □国庫 □県単

令和5年度

■町単

令和6年度(当初)

　短期教室として、町内指導者及び消防署職員の協力を得て行う水
泳教室や、町スポーツ推進委員によるラケットテニス教室を開催。
　年間を通して行う「つなぎ遊びの学校」の諸活動や海洋クラブに
よる海洋スポーツ活動等の実施。

事 業 区 分 □単年事業

令和5年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 19

事 業 名 青少年の健全育成事業

■継続事業
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千円 千円 千円

（ 千円） （ 千円）

一次評価

（教育委員会事務局）

学 識 経 験 者
意 見 等

二 次 評 価

（ 教 育 委 員 会 ）

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

　少子高齢化及び人口減少が進み、町民体育祭の在り方を検討する時期にきている。
伝統は守りながら、今の時代に合ったやり方を引き続き検討していただきたい。
　施設の修繕箇所は早急な対応を行うなど、適正な管理をお願いしたい。

　町民体育祭の開催にあたり、令和５年度から全地区が参加できる対応策として「合同地
区」での出場を取り入れ、一定の評価はあったものの、一部出場できない地区もあり、今後
の課題として再検討の必要がある。また、お盆の「野球大会・競舟大会」の開催期日につい
ても、大会運営にあたる種目協会も踏まえ、重要課題として引き続き協議を行っていく。

　社会体育クラブの活動については、引き続き、推進委員会を中心に各クラブの活動状況の
把握等に努め、適切なクラブ活動のための育成・支援を行っていく。更には、指導者の資質
向上等も踏まえ、各種研修会（県主催）等への参加呼びかけや町独自での研修会等の開催も
行っていきたい。また、今後の中学校部活動地域移行に備え、本委員会、学校・地域・行政
等の連携を図っていきたい。

評 価
区 分

Ａ□成果があり一層の向上を目指す

Ｂ■一応の成果があり更に改善を図る

Ｃ□見直しの必要がある

Ｄ□事業の継続中止

取 り 組 み 状 況 及 び 成 果 等
【取組みの状況・成果等】
　町民体育祭の今後の在り方について、近年の「人口減少・少子高齢化」等を含め、今後の
町民体育祭の継続に向けた取り組みとして、以前から提案のあった「合同地区」での出場に
対するアンケートを令和４年度に実施、理事会での協議を行い、令和５年度より「合同地
区」での出場を取り入れ実施した。（一定の評価あり）
　

　社会体育クラブでは、令和５年度において６クラブが活動を行った。これまで、コロナ禍
で活動の低迷や一部でクラブ員離れが見られるところもあったが、指導者を中心に活動の再
開・活性化が見られた。また、教育委員会においてもクラブ活動の支援として、財団法人の
助成金を活用し、各クラブへ備品等の購入や教室等を行った。
　
　体育施設の運営（管理）等については、施設利用者が安全で安心して使用できるよう、適
時、除草作業等の維持管理を行うほか、軽微な補修等による施設の管理等に努めている。ま
た、老朽化等による施設の改修等については、個別施設計画のもと、適時改修等を行ってい
く。（令和５年度の主な改修工事：多目的コート照明改修工事、B&Gプール改修工事
（B&G修繕助成を活用））

今 後 の 取 り 組 み の 方 向 性

予　算　額
（決算額） 61,398 68,341 22,251

54,878 62,554

令和4年度

町 教 育 構 想
とのかかわり

生涯スポーツの振興（少子高齢化を迎えての）

事 業 担 当 班 生涯学習班

事 業 の 概 要

目 的

町民の融和と体力向上、健康増進を図るとともに、地域の活性化
並びに地域間・世代間の交流の場とし、明るい町づくりを目的とす
る「町民体育祭」の開催や、児童・生徒を対象とした本町の社会体
育クラブ「つなぎっ子クラブ」では、スポーツに親しみ、運動の楽
しさや喜びを感じ、心身の健全育成・体力の向上を促進していくこ
とを目的とする。

事 業 内 容

補助・単独 □国庫 □県単

令和5年度

■町単

令和6年度(当初)

＊町民体育祭（４種目）の開催。（ミニバレー・野球・競舟・町民大運動会）
＊年間を通しての社会体育クラブ「つなぎっ子クラブ」の開催。（6クラブ：野球・
バスケット・剣道・陸上・空手・バドミントン）※当該クラブの開催にあたり、適切
なスポーツ活動の環境を確保し、安心・安定した活動体制づくりを推進・育成すると
ともに、活動状況を共有し、より適切な活動の支援を行うための、津奈木町スポーツ
活動環境整備推進委員会を設置し、委員会の開催（3回/年）の外、指導者等の研修
会を行う。
＊スポーツ活動やコミュニティ活動の拠点施設として、スポーツ活動等の普及・促進
や、町民の体力向上等に資するなど、施設利用者が安全・安心して使用できる施設運
営（管理）を図ることを目的とする。

事 業 区 分 □単年事業

令和5年度事業点検及び評価結果票

評 価 番 号 20

事 業 名 スポーツ活動の推進・施設運営事業

■継続事業
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〇　生涯学習による町づくり 〇 学力向上を目指す学校
○　青少年の健全育成 〇 豊かな人間性を育む学校
○　安らぎのある明るい家庭づくり 〇 健康と体力向上を目指す学校
○　歴史的遺産の保護と継承 〇 地域と連携する学校

＊太字は重点項目・事項

手をつなぎ、学ぶ楽しさ、生かす喜び！！

津奈木の子どもは津奈木で育てる！！

津奈木町教育委員会

環境を生かして子どもから高齢者まで「生きる力」を身につける

社 会 教 育

芦北教育事務
所取組の方向

学 校 教 育

創 造 性 に 富 む 文 化 の 向 上 郷 土 愛 と 国 民 意 識 の 高 揚心身ともに健全な町民の育成

令和５年度 津奈木町教育構想

【津奈木町基本理念】

住みたくなるまちづくり

【津奈木町教育目標】

後世に残せる美しい町づくり 誇 り を 持 っ て 住 め る 町 づ く り 多くの人が訪れてくれる町づくり

津奈木町教育大綱

学　　　校　　　教　　　育文化振興 社会体育 生涯学習

町 民 憲 章 熊本県教育基本方針

○
学
力
向
上
（「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
追
究
）

教
師
の
指
導
力
・
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
の
充
実
、
諸
学
力
調
査
・
検
査
か
ら

の
課
題
把
握
と
対
策
の
実
践
、
小
中
交
流
に
よ
る
学
力
向
上
、
芦
北
管
内
学
力
向
上

対
策
協
議
会
提
言
へ
の
取
組
、
漢
字
検
定
へ
の
積
極
的
挑
戦

〇
英
語
及
び
外
国
語
活
動
の
充
実
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
、
英
検
へ
の
積
極
的
な
挑
戦

〇
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
I
C
T
教
育
の
充
実

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
・
学
習
保
障
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
充
実

〇
豊
か
な
心
の
育
成
と
人
権
教
育

「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
の
授
業
研
究
と
公
開
、
人
権
感
覚
を
磨
く
研
修
の
実
施

あ
い
さ
つ
の
励
行

〇
キ
ャ
リ
ア
教
育

自
己
肯
定
感
・
自
己
有
用
感
の
育
成
等
４
つ
の
能
力
の
育
成

〇
個
に
応
じ
た
支
援

特
別
支
援
教
育
の
充
実
、
少
人
数
授
業
の
充
実

〇
健
康
育
成
の
充
実

体
力
維
持
増
進
の
た
め
の
運
動
の
充
実
、
食
育
の
推
進
、
歯
の
健
康
づ
く
り
推
進

〇
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
へ
の
組
織
的
対
応

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
踏
ま
え
た
対
応
・
相
談
体
制
の
充
実
、
積
極
的
な
生
徒

指
導
の
実
践

〇
読
書
に
親
し
む
工
夫

〇
環
境
教
育
の
充
実

S
D
G
ｓ
の
教
育
的
実
践
（
学
校
版
環
境
I
S
O
の
推
進

〇
安
全
教
育
の
充
実
と
安
全
な
環
境
づ
く
り

家
庭
と
連
携
し
た
災
害
避
難
訓
練
と
引
き
渡
し
訓
練

○
就
学
前
教
育
と
の
連
携
と
保
・
小
・
中
連
携
交
流
、
就
学
指
導
の
充
実

〇
働
き
方
改
革
の
推
進

○
各
種
講
座
の
充
実

町
民
講
座
の
充
実
、
自
主
講
座
の
育
成
、
「
あ
け
ぼ
の
大
学
」
の
充
実

○
人
権
教
育
の
推
進
（
地
域
の
組
織
と
連
携
し
て
の
）

人
権
意
識
の
高
揚
を
目
指
す
推
進
体
制
の
確
立
と
研
修
機
会
の
提
供

○
読
書
活
動
の
推
進

町
図
書
館
の
蔵
書
充
実
、
読
書
に
親
し
む
子
ど
も
育
成
（
「
読
み
聞
か
せ
」
講
座
の

活
用
）

○
家
庭
教
育
の
充
実

「
親
の
学
び
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
研
修
会
の
提
供

「
家
庭
の
日
」
（
各
月
第
１
日
曜
日
）
の
推
進

○
県
教
育
委
員
会
「
地
域
未
来
塾
」
活
用
に
よ
る
学
習
支
援
（
中
学
生
対
象
）

○
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
本
部
の
組
織
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
活
動
、
公
民
館
地
域
活
動
へ
の
支
援

○
青
少
年
の
健
全
育
成
と
組
織
づ
く
り

社
会
体
育
移
行
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
、
「
つ
な
ぎ
遊
び
の
学
校
」
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

ク
ラ
ブ
の
育
成
、
青
少
年
健
全
育
成
へ
向
け
た
組
織
づ
く
り
、

〇
関
係
団
体
と
の
連
携
・
支
援

ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
文
化
協
会
・
婦
人
会
・
P
T
A
等
と
の
連
携
支
援

部
活
動
の
地
域
移
行
へ
の
支
援

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
（
少
子
高
齢
化
を
迎
え
て
の
）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
提
供

○
文
化
に
親
し
む
体
験
活
動
の
推
進
・
・
・
音
楽
や
演
劇
に
親
し
む
場
の
提
供

先人の遺徳 学 校 行 政 地域社会 家 庭
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